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1

今回計画した環境保全措置に基づき、自然環境
や住民の生活環境等に影響が生じないよう、環境
に配慮し、安全かつ着実に工事を進めること。

工事の実施にあたっては、「中央新幹線第四南
巨摩トンネル新設（西工区）工事における環境保
全について」、「早川町内塩島地区(河川側)発生
土仮置き場における環境保全について」及び「早
川町内奈良田地区発生土仮置き場における環境保
全について」（以下、３件を「環境保全につい
て」という）に記載の環境保全措置を確実に実施
し、地域住民の方々の生活環境や自然環境への影
響の回避又は低減に努めております。

2

工事の進行に伴い、著しい環境影響が生じた場
合は、原因を十分に把握した上で、追加的な環境
保全措置や新たな環境保全措置を検討し、速やか
に改善を図るよう努めること。
特に盛土からの発生する濁水による水質汚濁や

水生生物への影響が生じないよう、常に監視を行
うこと。

事後調査及びモニタリングの結果、工事が原因
と考えられる環境影響は確認されておりません。
工事により発生する濁水は、発生水量を考慮し

た処理能力を有する仮設沈砂池を設置し、沈殿
等、濁りを低減させるための処理をしたうえで排
水しております。
早川へ放流する際は、水素イオン濃度（pH）、

浮遊物質量（SS）が環境基準値等に適合している
ことを事前に確認し、放流先では水質のモニタリ
ングを実施しております。
また排水側溝や沈砂池は定期的に土砂や草と

いった堆積物の除去を行い、機能維持に努めてお
ります。

3

工事中の事後調査及びモニタリングについて確
実に実施するとともに、その結果については、分
かり易く丁寧な内容で公表すること。

「環境保全について」に記載の事後調査及びモ
ニタリングについては確実に実施するとともに、
結果については、年度ごとに取りまとめ、山梨県
及び関係自治体に報告しているほか、当社ホーム
ページに掲載しております。
引き続き丁寧で分かりやすい表現となるように

努めます。

4

発生土の仮置き終了後は、できるだけ早期に撤
去し、適正処理すること。

発生土の最終的な処理方法については、各自治
体と調整のうえ、公共事業等にご活用いただくこ
とを基本に考えています。
早川町内の仮置き場に保管している発生土の最

終的な置き場については山梨県が実施する早川芦
安連絡道路事業や早川町が実施する西之宮地区災
害復旧用資器材置場整備事業等に順次運搬、活用
しています。

5

今後、早川町非常口等を起点に運搬車両が広範
囲に走行することとなるが、引き続き、車両走行
に係る環境保全措置を着実に実施すること。

工事用車両の運行による影響を低減するため、
「環境保全について」に記載の環境保全措置を確
実に実施しております。
引き続き、環境保全措置を確実に実施し、地域

住民の方々の生活環境や自然環境への影響の低減
に努めてまいります。

「中央新幹線第四南巨摩トンネル新設（西工区）工事（更新）」(報告日:H29.11.1)、「早川町内塩島地区
(河川側)発生土仮置き場」及び「早川町内奈良田地区発生土仮置き場」(報告日:H29.11.15)に対する山梨県
からの要請と事業者の対応状況
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「中央新幹線第四南巨摩トンネル新設（西工
区）工事における環境保全について（更新版）」
については、更新した前後の内容がわかりにくい
ので、今後、作成する報告書においては、更新内
容を特記する等の丁寧でわかりやすい記載方法と
すること。

環境保全の計画を更新する場合には、更新箇所
を下線で明示するとともに、更新の概要を記載す
ることで更新した前後の内容が分かるように作成
しております。
工事計画及び環境保全の計画が分かりやすいも

のとなるよう今後も努めてまいります。


